























































20年の市町村数を 100として， 53年の市町村数の指数（%〉を算出すると，全国都道府県中， E山県
が最低率の16.43%となる。他に山形県の19.56%と20克以下の数値を示す県もあるが， それ以外の




第oー 1表 都道府県別過疎地域市町村数の状況 （昭昭53年4月1日現在）
都 道 全市町村数 過市疎町村地域数 b /a 都 道 全市町村数 過市町疎地村域数 b /a 
府 県 a b く%〉 府 県 a b く%〉
北海道 212 149 70.3 滋 賀 50 2 4.0 
青 森 67 17 25.4 京 都 44 10 22.7 
岩 手 62 21 33.9 大 阪 44 
r昂~・ 城 74 22 29.7 正／王、 庫 92 14 15. 2 
軍大 回 69 21 30.4 奈 良 47 12 25.5 
山 形 44 17 28.6 和歌山 50 15 30.0 
福 島 90 32 35.6 
鳥 取 9 23.1 39 
茨 城 92 9 9.8 烏 根 59 40 67.8 
栃 木 49 4 8.2 問 山 78 37 47.4 
群 馬 70 14 20.0 広 島 87 49 56.3 
埼 玉 92 3 3.3 山 口 56 27 48.2 
千 葉 80 4 5.0 
徳、 島 50 29 58.0 
東 京 41 6 14.6 




愛 媛 41 58.6 70 
新 112 36 32.1 高 知 53 37 69.8 
富 35 3 8.6 
福 岡 34 35.1 97 石 41 9 22.0 
佐 賀 15 30.6 49 
福 35 8 22.9 
長 崎 79 40 50.6 
山 梨 64 19 29.7 熊 本 98 55 56.1 
長 野 122 43 35.2 大 分 58 43 74.1 
岐 阜 100 21 21.0 宮 崎 44 28 63.6 
静 岡 75 5 6.7 鹿児島 96 71 74.0 
愛 知 88 11 12.5 



















都 道 昭和 20年 昭和 28年 昭和日5村3現年在数
10月1 日村現在数 9月30日村現在数 4月1
市町村数 市町村数 市町 市町 市町数
府 県 （%） （%） （%） 
府 県 （%〕 （%〕 （%〕
北海道 269 278 
212 滋 賀
168 160 50 
(100.00) (103.35) 〔78.81) (100.00) (95.24) (29.76) 
青 森 164 
163 67 京 都
214 149 44 
(100.00) (99.39) 〔40.85) (100.00) (69.63) (20.56) 
岩 手 226 221 
62 大 li 168 149 
44 
(100.00) 〔97.79) (27.43) (100.00) (88.69) (26.19) 
宮 城 197 
187 74 正E 庫 364 
322 92 
(100.00) (94.92〕 (37.56) 〔100.00) (83.85) (23. 96〕
秋 国
224 224 69 芝刀叉ミ 良 347 
138 47 
(100.00) (100.00〕 (30.80〕 (100.00) (96.50) (32.87) 
山 形 225 
222 44 和歌山 169 
200 50 
(100.00〕 (98.67) (19.56) (100.00) (99.01) (24. 75) 
福 島
392 379 90 170 135 39 (100.00) 〔96.68) (22.66) 
4鳥 取 (100.00〕 (79.41) (22.94〕
茨 城 369 
366 92 島 根 249 
202 59 
(100.00) (99.19) 〔24.93) (100.00) (81.12) (23. 69) 
栃 木 172 
170 49 岡 山 369 277 78 (100.00) (98.84) (28.49) (100.00〕 (75.07) (21.14) 
群 馬 197 196 
70 広 島 347 329 
87 
(100.つ0) (99.49) (35.53) (100.00) (94.81〕 (25.07) 
埼 玉 311 
323 92 山 口 169 170 56 
〔100.00) (103.86) (29.58) (100.00) (100.59) (33.14〕
千 葉 314 
284 80 134 (100.00) (90.45) (25.48) 徳 島 128 50 (100.00〕 〔95.52) (37.31) 
東 京 89 84 
41 
165 〔100.00) (94.38) (46. 07〕 呑 Jl 158 43 (100.00) (95.76) (26.06〕
神奈川 126 116 
37 
239 〔100.00) (92.01) (29.37) 愛 媛 234 70 (100.00〕 (97. 91) (29.29〕
新 潟 393 384 112 高 知
166 170 53 
(100.00) (97.71〕 (28.50) (100.00) (102.41) 〔31.93)
宮 山 213 158 
35 
286 (100.00) (74.18) (16.43) 福 岡
262 97 
(100.00〕 (91. 61) (33.92) 
石 ）｜ 179 180 41 122 (100.00) (100. 56) (22. 91) 佐 賀 122 49 (100.00) (100.00) (40.16〕
170 150 35 
福 井 (100.00) (88.24〕 〔20.59) 長 崎 160 79 (100.00) (100.00) (49.38) 
山 梨 200 192 64 熊 本
306 320 98 
(100.00) (95. 52) (31. 84) (100.00) (104.58) (32.03) 
長 野 382 378 
122 大 分 217 195 58 (100.00) (98.95) (31. 94) 〔100.00) (89.86) (26.73) 
岐 阜 316 286 100 守ι~ 崎 88 79 44 (100.00) (90.51) (31.65) (100.00) (89.77〕 (50.00) 
静 岡 297 261 75 鹿児島
117 123 96 
(100.00) (94.61〕 (25.25) (100.00) (105.13〕 (82.05) 
愛 知 222 217 88 (100.00) (97.75) (39.64) 
289 274 
メ口'- 百十 10,520 9,895 3,256 
重
69 (100.00) (94.06) (30.95) 























































昭和25年 5,387 l,636 893 823 425 305 212 506 305 277 531 (100.0〕(100.0) (100.0) (100.0) (100.0〕(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (lOO.O) (100.0) 
30 5,315 1,591 952 811 409 297 201 488 298 268 490 (98.7) (97.2) (106.0) (98.5〕 (96.2) (97.4) (94.8) (96.4) (97.7〕 (96.8) (92.3) 
35 5,382 1,585 1,085 840 396 297 200 472 261 246 473 (99.9) (96.9) (120.8) (102. l〕 (93.2) (97.4) (94.3) 〔93.3) (85.6) (88.8) (39.1) 
40 5,369 l,560 1,221 867 280 272 200 437 216 216 425 (99.7〕 (95.4) (136.0〕 (105.3〕 (89. 4) 〔89.2) (94.3) (86.4) (70. 8) (78.0〕 (80.0〕
45 5,349 1,491 1,343 939 347 257 222 384 184 182 374 (99.3〕 (91.1) (149.6) (114.1) (81. 6) (84.3〕(104. 7) (75. 9) (60.3) (65.7) (70.4) 
50 5,362 l,349 1,467 l, 140 321 243 234 占43 140 125 323 (99.5) (82.5) (163.4) (138.5) (75.5) (79.7) (110.4) (67.8〕 (45.9) (45.1) 〔60.8)
注：八尾町役場の「八尾町の世帯数及び人口の推移調べ」・国勢調査報告より作成。
胤 （〉内は25年を 100とした指数。















昭和25年 28,419 7,304 4,829 4,496 2,394 l, 731 1,261 2,992 1,734 l,678 3,562 (100.0) (100.0〕(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0〕
30 27,870 ~~~~ 〕 5,063 4,400 2,270 1,636 1,172 2,848 1,734 l,690 3,246 (98.1〕 (104.8〕 (97.9) (94.8) (94.5) (92. 9) (95.2) (100.0) (100. 7) (91.1) 
35 27,018 6,823 5,307 4,355 2,073 1,609 1,094 2,567 1,725 1,465 3,038 (95. l〕 (93.4) (109.9〕 (96.9) (86.6〕 (93.0) (86.8) (85.8) (99.5) (87.3〕 (85.3) 
40 24,939 6,426 5,597 4,275 1,794 1,349 1,038 2,248 1,062 1, 150 2,568 (87.8) (88.0) (115,9〕 (95.1) (74.9) (77. 9) (82.3) (75.1) (61.2〕 (68.5) (72.1) 
45 23,032 5,840 5,868 4,313 t6~:ig) 1,168 1,036 l,841 773 703 1,961 (81.0) (80.0〕(121.5) (95.9) (67.5) (82.2) (61.5) (44.6) (41. 9) (55. l〕
50 22,681 5,234 6,368 5,098 l,285 1,098 1,074 1,541 551 432 1,529 (79.8) (71.7) (131. 9) (113.4) (53.7) (63.4) (85.2) (51.5) (31. 8) （お．の (42.9) 
注：前表に同じ。尚， （〉内は25年を 100とした指数。







昭和25年 昭和30年 昭和38年 昭和45年 昭和50年
計｜男｜女 計｜男｜女 計｜男｜女 計｜男｜女 計｜男｜女
才
80～ 12 7 5 22 10 12 34 15 19 
75～79 23 13 20 30 17 13 29 17 12 52 87 41 46 
70～74 37 19 18 54 25 29 43 20 23 
65～69 60 31 29 51 27 24 39 17 50 29 51 17 34 60～64 56 27 29 56 29 27 62 29 
55～59 65 34 31 59 26 33 55 31 24 63 24 39 35 21 14 
50～54 65 31 34 70 35 35 80 36 44 39 22 17 35 21 14 
45～49 77 36 41 72 38 34 75 37 38 50 25 25 42 16 i~ 40～44 82 42 40 104 42 62 59 24 35 56 20 36 33 23 
35～39 107 43 64 76 40 36 86 40 46 45 30 15 39 16 23 
30～34 75 37 38 72 34 38 81 44 37 44 18 26 9 3 
€ 
25～29 79 37 42 114 55 59 82 47 35 23 8 15 15 9 6 
20～24 121 63 58 120 73 47 91 41 50 31 19 12 21 14 
15～19 113 83 30 116 70 46 125 70 55 19 10 9 。。。
10～14 210 111 99 182 84 98 234 126 108 68 33 35 33 13 2(] 
5～ 9 202 97 105 265 141 124 145 76 69 74 31 43 26 17 9 
O～ 4 284 151 133 227 124 103 103 50 53 34 20 14 6 4 2 
合計 l,678 判川ol 870 820 1,423 720 703 432 215 217 





て， 38年に 250人近くいたこの層の人口が45年には 100人余りに， とりわけ， O～4歳層が103人か
ら34人と 3分の1に激減するとともに， 10～14歳層でも 38年の 234人が45年にはその3分の1の68
人と減少が著しい。そして， 45年になってこのような年少人口（14歳以下〕にも増して， 減少が著
しいのは15～19歳層であって， 38年には 125人もいたこの層が45年にはその6分の1の19人に激減
































る小学校在籍児童数は，本校と 2つの分校を合せて 283名を擁していた。それがその後， 34年に 312
一74ー 北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その2)
第1-4表 大長谷小学校在籍児童数の推移
校 栃折分校｜東原分校 ムロ 計
昭和31年度 160 72 51 283 
32 160 76 53 289 
33 181 70 59 310 
34 186 70 56 312 
35 181 62 50 293 
36 170 57 47 274 
37 147 55 42 244 
38 130 46 38 214 
39 120 44 31 195 
40 98 39 28 165 
41 83 33 22 138 
42 70 28 17 124 
43 75 20 14 109 
44 71 19 9 99 
45 61 12 14 87 
46 53 11 12 83 
47 47 11 12 70 
48 44 11 12 67 
49 39 11 9 59 
50 35 8 11 54 
51 29 9 7 45 
52 20 7 4 31 
53 18 6 一 24 
































世 帯 数 人 口
昭和35年 昭和38年 昭和 50年 昭和 54年 昭和 35年 昭和 38年 昭和 50年 昭和 54年
栃 折 48 (100.0) 44 c 91.7) 26 c 54.2) 22〔45.8) 302 (100.0) 294 c 97.4) 112 c 37.1〕 83 c 27.5) 
栗薄 須尾 9 poo.g) 〕 11 p22.2) 〕 1 ~ 11.6) 〕 6 ~ 11・6) 〕 s ooo.g〕 63 (108.6〕〉 2 c 〔 3.4) 2 c 3.6〕〉10 100. 6 60.0 1 10. 61 (100. 33 (54.1 1 1.6) 0 c 
専中 沢 3 ~100.0〕 3 ~100.0〕 0 c〔 0) g ~ 2g〕 24 (100.0) 22 c 91.7〕 0 c O) 0 c 0〕山 10 100.0) 10 100.0〕 3 30.0) 62 100.0〕 61 98.4) 16 c 25.8) 6 9. 7〕
横
平屋谷 1 ~100.g〕〉 1 ro・g〕） 
g ~ g〕 0 c 0〕 8 ro:g〕） 〉 8 ro·~〕〉 0 c g) 〕 g ~ g〕） 〉一 4  3 75. g ~ 0) 24 100 16 66. 0 ( 越 後 4 100. 4 100. 0〕 22 100. 22 100. 0〔 0〕
安上 谷牧 9 ~ioo.g〕） 8 c 88.9〕 2 ~ 22.2〕 ~ ~100.g〕〉 63 ~100.0〕 59 ( 93.~〕 5 ~ 0.8〕 0 ( 0〕4 100. 4 100.0〕 4 100.0) 35 100.0〕 38 (108. 27 77 .1) 26 ( 74.3 
清花 房水 15 ooo.g) 〕 13~86.7) 5〔33.3) 5 ~ 33.~5 78 (100.0〕 66 c 84.6) 10 ( 12. 8〕 9 c 11.5〕14 (100. 14 100.0〕 10 71.4〕 10 71. 69 100.0) 76 (110.1) 43 62.3〕 35 50.7〕
島 地 31 (100.0) 30( 96.8〕 25 ( 80.6) 22 ( 71.0) 163 (100.0〕 169 (103. 7〕 93 ( 57.1〕 76 ( 46.6〕
内 名 30〔（100.0) 29( 96.7〕 18 ~ 60.g〕） 18 ~ 60.0〕 165 (100.0) 184 ~111. 5) 80 ( 48.5〕 69 ~ 41.~〕） 
水 盤E 2 100.0) 2(100.0) 1 50. 1 50.0〕 12 (100.0〕 12 100.0〕 5 ( 41.7) 5 41. 
高田 野頭原 3 ro·g~ 3 ~100.0) 3 （〔／00.r〕） 3 (100.g) 〕〉 18 (100.0〕 22 (122.2) 14 ~ 77.8〕 12 ( 66.7〕9 100. 10 111.1〕〉 5 55. 5 ( 55. 61 ~100.0〕 57 ~ 93.6) 〕 19 31.15 15 ~ 24.~〕
西 5 100. 5 100.0 5 100. 3 ( 60. 33 100.0) 34 103. 10 ( 30.3 6 18. 
新 屋 4 ~100.g〕〉 5 ~125.0) 3 ( 75.0) 3 ~ 75.0〕 21 ~100.g5 28 (133.3〕 13 ~ 61.95 7 ( 33.3〕
東 原 8 100. 8 100.0) 7 ( 87.5) 3 37.5) 49 100. 45 ( 91.8〕 31 63.3 12 24.5) 
杉庵切 谷三平肩士口
13 (100.0) 
14 ~107.g〕） 〉 6 ~ 45.g〕〉 6 ~ 45.2) 81 ~100.0) 77 ~ 95.1〕 24 ( 29.6〕 22 ( 27.2) 5 (100.0〕 5  2 0 2 40.0〕 31 100.g) 〕 28 90.3 3 ~ 9. 7〕 3 9. 65 5 (100.0) 1 20. 。 0 0) 25 100. 8 ( 32.0〕 0 0〕 0 ( 


























区全体でも， 35年の人口と54年の人口を比較すると， 54年の人口の対35年比は26.5%で， 4分の l
近くまで激減しているO そして，この地区内各部落の54年の人口の対35年比も， 一様に世帯の場合
よりもかなり低い数値を示しているO 即ち，栃折が27.5%と， 35年の人口の3分の 1を割っている
し， 世帯については 100%を維持した上牧が74.3%，高野が66.7%とかなり高い数値を示している













第 1-6表産業 JIJ 就業者の推移 （人，%）
八 尾 町 大 長 谷 幸リ 賀 村
昭和 25 年 昭和 30 年
数｜ 数｜ 昭和45年 昭和 50年 昭和 25年 昭和 50年総 男 女 総 男 女
総 数 925 493 432 750 469 381 415 301 1,788 897 (100.0) (100.0〕 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0〕
農 業 673 263 410 432 156 276 213 151 l ,103 137 ( 72.8) ( 53.4) ( 94.9) ( 57.6〕 ( 33.3) ( 72.4) ( 51.3〕 ( 50.2〕 ( 61. 7) ( 15.3〕
林 業・狩猟業 131 124 7 197 130 67 40 9 353 41 ( 14.2) ( 25.2) ( 1.6) ( 26.3) ( 27.7) 〔17.6) ( 9.6〕 ( 3.0〕 c 19.7〕 c 4.6) 
漁業・水産養殖業 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 0) 0) 0) 0〕 0) 0) （ 0〕 0〕 0) c 0.1) 
鉱 業 3 3 。 。 。 。 。 。 7 11 ( 0.3) c 0.6) （ 。〕 0〕 0) 0〕 （ 0〕 〈 O) c 0.4) c 1.2) 
建 設 業 63 63 。 141 135 6 92 73 149 249 ( 6.8) c 12.8) 0〕 c 18.8) ( 28.8) c 1.6) ( 22.2) c 24.3) c 8.3〕 c 27.8) 
製 1、kと 業 4 4 。 10 5 5 5 1 33 127 ( 0.4) ( 0.8) 0) c 1.3) ( 1.1) ( 1.3) c 1.2〕 c 0.3) c 1.8) c 13.8) 
卸 売・小売業 12 7 5 12 4 8 6 2 1 26 c 1.3) c 1.4) c 1.2) c 1.6) c o.9) c 2.1) c 1.5) c 0.7) c 0.6) c 2.9) 
金融・保険・不動産業 。 。 。 3 2 1 。 。 1 （ 0) 0) 0) c 0.4〕 c 0.4〕 c 0.3) 0) 0〕 ( 0.1) c 0.1) 
運輸・通信業 4 8 30 
8 2 15 4 ( 1.0) 45 〔 3.3)
電気・ガス・水道業
c 1.1) c 1.6) c 0.5) c 2.5) ( 3.2) c 1.1) 10 c 2.5) 16 
く 2.4) c 2.0) 〔 1.8)
サー ピス業 21 13 8 26 14 12 41 48 65 187 ( 2.3) ( 2.6) c 1.9) く 3.5〕 c 3.0) c 3.2) ( 9.9) c 16.0〕 c 3.6) ( 20.8〕
公 務 8 8 。 10 8 2 3 3 18 70 c 0.9) c 1.6) 0) c 1.3) c 1.7) c 0.5〕 ( o.7) c 1.0) 〔 1.0〕 ( 7.8) 


















従事者はお年の 673人が， 50年になると 151人と，加%近くの激減であり，数においては25年の22%
余りのものが農業に従事しているにすぎない。 また，林業・狩猟業は， 25年から30年になると，む
しろ， 14.2%から26.3%と， 10%以上も増加するが， 45年には9.6%と25年より一層低下して10%
を割り，更に50年には僅か3%に激減している。 これも実数でみると， 25年の 131人が50年には僅
か9人と， 93%余りの激減であって，農業以上に激しい林業凋落の姿が浮び上がる。それに対して，
建設業従事者は30年には， 25年の 6.8%から 18.8%へ，更にその後も漸増して50年には24.3%と，
25年の約3倍半にその比率が増大している。もっとも，その実数は25年の 63人から30年に 141人と
急増し， 45年には92人，回年には 73人と， 30年の約半数になっているが， 25年よりも多く， 50年の
全就業者の約4分の1を占めている。 また，サービス業も増加が比較的目立っており， 25年が 21人，













は大長谷が僅か1人， 0.3%に過ぎないのに対して， 利賀では 127人， 13.8%を占め，後者では大長
























25年においては， 1ヘクタール以上の比較的経営耕地の大きい農家が36戸， 16.2%を占め， 3ヘク
タール以上の農家も 1戸ながら存在した。それが， 35年には11.1%, 45年には13.3%と再び上昇す






大長谷 第 1ー 7表経営規模別農家数 （戸，克）
｜総農家数｜ ～oペ 3.3~0.5 I o.目。 J i.o~l.5 J i.5~2.0 I 2.0~3.o r 3.o～ 
昭和25年 224 50 54 86 25 8 2 1 (100.0〕 (22.3〕 (24.1) (38. 4) (11.2) (3.6) (0. 9) (0.5) 
35年 217 38 75 80 21 2 (100.0) (17. 5) (34.6) (36.9〕 (9.7〕 (0. 9) (0.5) 
45年 159 25 49 64 17 2 2 (100.0) (15. 7) (30. 8) (40.3〕 (10.7) (1.3) (1.3) 
50年 113 25 38 37 10 1 2 (100.0〕 (22.1) (33.6〕 (32. 7) (8. 9) (0.9〕 (1.8〕
利賀村
25年｜ 453 39 129 234 39 3 (100.0) (8.6) (28.5) (51. 7) (8.6) (0.7〕
302 71 71 135 20 5 











昭 和 45 年 昭 和 50 年
halo.ぺ hal hal hal ha/ 総家 農数 i｜ ～斗イo.s~o~~10. 1~1~gii.o~ 1 ~~／ 1.s~2~g/2.0~2~~ 家数 ～0.3 .3～ 0.5～0.70.7～1.01.0～1.51.5～2.02.0～2.5 
栃 折 34 2 11 7 7 6 1 27 4 10 8 4 
栗 須 3 1 2 1 1 
薄 尾 3 1 1 1 1 1 
専沢・中山 7 1 3 2 1 3 1 1 
越横平・二屋 5 1 2 2 一 一後令’ 
安 谷 4 1 3 一 一
上 牧 4 1 1 2 4 1 2 1 
清 水 10 4 3 3 4 2 1 1 
花 房 8 1 5 2 8 2 5 1 
島 地 22 5 10 4 3 20 8 7 3 2 
内名・水無 27 3 9 9 2 3 1 18 1 8 3 2 3 I 1 
高 野 3 1 2 3 2 1 
回 頭 5 1 1 2 1 5 1 1 2 1 
西 原 5 4 1 3 2 1 
新 屋 3 1 2 3 2 1 
東 原 7 2 1 4 6 2 2 2 
庵 谷 7 2 1 1 2 1 5 3 1 1 
宇多 平 2 1 1 2 1 1 


















次に，この地域の専業兼業別農家数の推移に白を転ずると， 第 1-9表に示す如くであって， 昭
和25年に，専業農家が僅か7%. あとの約93%は兼業農家であり， すでに兼業化が極度に進んでい
る。 しかし，まだ，第1種兼業が47.3%，第2種兼業が45.5%と， 僅かながら，第 1種兼業が上ま
わり，半ば近くを占めていた。 ところが， 35年になると， 専業農家及び第1種兼業は一層減少して，
その数と比率は25年の半数を示し， それに対して第2種兼業が激増して 70%以上にも達するように
なる。そして，このような第2種兼業化は45年になると一段と深化して，専業が2戸， 1.3%，第1
種兼業が 15戸， 9.4%にすぎず， 89.3%と90%近くが第2種兼業に転落してしまう。 このように第
2種兼業化は行きつくところまで行った感じで， 50年においても 89.4%とほぼ同比率を示している






兼 業 農 家
専
種［第1 2 l口>. 言十
昭和 25年 224 (100.0〕 16 (7.1〕 106 (47.3〕 102 (45.5) 208 (92.9〕
35年 217 (100.0〕 8 (3. 7) 55 (25.4〕 154 (71. 0) 209 (96.3〕
45年 159 (100.0) 2 (1.3〕 15 ( 9.4) 142 (89.3) 157〔98.7) 
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和 45 年 H百 和 50 年
業｜第一種兼業｜第二種兼業 総農家数｜専 業｜第一種兼業｜第二種兼業
栃 折 34 3 31 27 2 25 
栗 須 3 3 1 1 
薄 尾 3 3 1 1 
専沢・中山 7 1 6 3 3 
平越横後・二屋谷 5 5 
安 谷 4 4 
上 牧 4 1 3 4 1 3 
清 水 10 1 9 4 4 
花 房 8 8 8 1 7 
島 地 22 22 20 1 19 
内名・水無 27 4 23 18 1 2 15 
主I司主T 里子 3 1 2 3 3 
田 頭 5 2 1 2 5 3 2 
西 原 5 1 4 3 3 
主「f 屋 3 3 3 3 
東 原 7 7 6 6 
庵 谷 7 2 5 5 5 
杉 平 2 2 2 1 1 






ールの農家が 8.3%, 1ヘクタール未満の農家が 91.7%となっており，大長谷の2ヘクタール以上
















兼 業 雇用兼業農家 自営兼業農家
農 家 計 ll~il ！~！ I 出稼｜台車 百十 l林業｜叫
和昭 第 1 種
55 43 5 11 27 12 8 4 
〔100.0) (78.2〕 (9.1) (20.0〕 (49. l〕 (21. 8) (14.6〕 〔7.3〕
35 
第 2 種 154 117 12 7 36 62 37 20 17 年 (100.0) (76.0〕 〔7.8) (4.6〕 (23 .4〕I (40.3) (24.0〕 (13.0) (11. 0) 
和昭 第 1 種
15 12 3 3 6 3 3 
(100.0) (80.0) (20.0) (20.0) (40.0) (20.0) (20.0〕
45 
第 2 種 142 134 14 8 42 70 8 5 3 年 (100.0) (94.4) (9.9〕 (5.6〕 (29.6〕 (49.3) (5.6) (3.5〕 (2.1〕
和昭 第 1 種
3 3 1 2 
(100.0〕 (100.0〕 (33.3〕 (66.7〕
50 
第 2 種 101 98 28 17 53 3 1 2 年 (100.0) (97.0) 〔27.7) (16. 8) (52. 5) (3.0) (1.0) (2.0) 
利賀村
君｜第 1 種
空｜第 2 種 301 I 264 95 (31. 6) 
6 I 163 I 37 I 5 I 32 





16才帯以上 農業だけ 農業とその他の仕事に従事 その他の仕事 仕事に
世総 数員 に従事 農業が主 ｜ そ仕事のが他主の だけに従事 従事せず
男 412(100.0) 52(12.6) 37( 9.0) 232(56.3) 28( 6.8) 63〔15.3)
昭和35年 女 390(100.0〕 161(41.3) 41(10.5) 49(12.6) 7( 1.8〕 132(33.9〕
計 802(100.0) 213(26. 7) 78( 9.7〕 281(35.0〕 35( 4.4) 195〔24.3)
男 259(100.0) 31(12.0〕 5( 1. 9〕 179(69.1〕 18( 7.0) 26(10.0〕
45年 女 268(100.0) 135(50.4) 12〔4.5) 74(27.6) 8( 3.0) 39(14. 6) 
計 527(100.0) 166(31. 5) 17( 3.2〕 253(48.0) 26( 4.9〕 65(12.3〕
男 174(100.0) 30(17.2) 3( 1. 7) lll(63.8) 13〔7.5〕 17( 9.8〕
50年 女 179(100.0〕 73(40. 8〕 9〔5.0〕 62(34.6) 4( 2.2) 31(17.3) 
言十 353(100.0〕 103(29.2) 12( 3.4) 173(49.0〕 17( 4.8) 48(13. 6) 
利賀村
男 36( 7.0) 400(78.3) 20〔3.9) 55(10. 8) 
50年 l女 565(100.0) 162(28. 7) 15( 2. 7〕 295(52.2〕 12( 2.1) 81(14.3〕










如くであるO 「農業だけに従事」 している世帯員は35年に26.7%, 特に男子では12.6%にすぎなL、。
男子はその後 50午になると17.2%と「農業だけに従事」がやや比率が上昇しているが， 実数ではむ
しろ大きく減少している。女子の方は45年にその比率が田沼を越えてはいるが， やはり実数は減少
しており， 50竿には結局40.8%，男女合計では29.2%と3分の 1に近い比率を示している。 この比
率を利賀の18.4%と比較すると， かなり高い数値といえよう。 また，他の仕事に従事するが「農業
が主」とするものは， 35年には9～10%を示しているが， 45, 50年には大幅に減少して3%余り，
特に男子では2%にも満たない比率になっているO それに対して， 農業に従事するが「その他の仕
事が主」とするものは， 25年以来，その実数では大幅に減少しているが， その比率では漸増傾向を
示しており， 35年に35%と3分の l余りであったのが， 50年には49%とほぼ半数が「その他の仕事が
主」となっている。 「その他の仕事が主Jは女子では，その比率が低いが，それでも印年には34.6%
を3分の 1を越えており，男子では35年にすでに56%余りであったのが，叩年には約64%にも達して
いるのが注目される。 また， 「その他の仕事だけに従事Jは， 35年が4.4%, 45, 50年がそれぞれ
4.9, 4.8%と大体4%代で， 男女別では男子が 7%前後とやや多く，漸増傾向にある。利賀村と比






特に男子では， 農業に主として従事したものは， 45年には， 60歳以上が75%を占めており，高齢化
第 1ー 13表 農業に主として従事した年齢別世帯員数
大長谷 く人， %) 
｜総 数 I16～19歳 I20~29 30～39 40~49 I 50~59 I 60~64 I峨以上
男 36(100.0〕 2( 5.6) 1( 2. 8) 2( 5. 6) 4(11.1〕 8(22.2〕 19(52. 8) 
昭和45年 女 147〔100.0〕 1( o. 7) 12( 8.2〕 20〔13.6) 27(18.4〕 43(29.3〕 16(10. 9〕 28(19.1) 
言十 183〔100.0) 3( 1.6) 13〔7.1) 22〔12.0〕 27(14.8) 47(25.7〕 24(13.1) 47(25.7) 
男 33(100.0〕 3( 9.0) 4(12.1) 1( 3.0〕 3( 9.0〕 1( 3.0〕 3( 9. 0) 18(54. 6) 
50年 女 82(100.0〕 1 c 1.2) 1( 1.2〕 8( 9.8〕 13(15. 9) 15(18. 3) 23(28.1) 21(25.6) 








































2( 5.6)1 1( 2.8)1 4(11.1〕I 17〔47.2)
3( 1. 7)1 15( 8.5)1 46(26.0)/ 28(15.8)/ 69(39.0) 
3( 1.4〕I17( 8.o〕I47(22.1〕I32(15.o〕I86(40.4〕














第 1ー 14表兼業種類別従事者数（大長谷） （人，%）
茅業従事 主に恒 主に恒 主 出 稼
者 数 常職員 常賃労
｜…日 I100～叫5叫上〔実人数〕 勤 務 働勤務 言十
男 202 17 15 60 7 53 ooo.o〕 (8.4) (7.4〕 (29. 7) (3.5〕 (26.2〕
昭和45年 女 94 14 7 2 2 (100.0) (14.9) (7.':J) (2.1〕 (2.1〕
計 296 31 22 62 7 55 (lo.o〕 (10.5) (7.4〕 (21.0) (2.4〕 (18.6) 
男 127 38 21 10 11 (100.0〕 (29.9〕 (16.5〕 (7.9〕 (8. 7〕
50年 女 75 16 (100.0〕 (21.3) 
三十 202 54 21 10 11 (100.0〕 (26.7) (10.4) 〔5.0〕 (5.5) 
主に人夫・日雇 白 営 兼業 兼業従
｜ω～99日ト…I150叫 事者の百十 ベ人数
男 94 9 26 59 26 19 8 213 (46.5) (4.5) (12.9〕 (29.2〕 (12. 9) 〔9.4〕 (4.0) 
昭和45年 女 59 19 29 11 15 9 6 97 〔62.8) (20.2〕 (30. 9) 〔11.7〕 (16.0) (9.6) (6.4) 
言十 153 28 55 70 41 28 14 310 (51. 7〕 (9.5) (18.6) (23.6) (13.9〕 (9.5) (4. 7〕
男 61 17 44 9 3 6 129 (48.0〕 (13.4〕 (34. 7〕 (7.1〕 (2.4) (4. 7) 
50年 女 54 9 32 13 5 2 3 75 〔72.0〕 (12.0) (42. 7) (17.3〕 (6.7) (2. 7) (4.0) 










とする農家が， 45年には12%に過ぎなかったのが， m年には21.2%に増加している。 また，農産物
販売金額も， 45年では50万円以上の販売金額の農家は 5.7%, 50年では70万円以上は 7.1%であって，
大半の農家はそれ以下の販売金額である。 しかし，隣接する利賀村と比較すると，利賀村では印年






総農家数 ！販売なしl5万円未満｜ 5～20 I 20～50 1 50～10 I 10～100 I I 150～2万00円
27 
(100.0) (12.0〕 (17 .0) (20.1) 
昭和50年
総農家数 ｜販売なしI1万円未満｜ 70～100 1 100～150 I I 200～3万00円








｜総農し産た物農販売数家卜 類｜？品｜野菜類 1~ 日｜酪 農｜きり霊l養 蚕
昭和45年｜ 140 126 12 2 (100.0〕 (90.0〕 (8.6) (1.4) 
50年 89 82 1 4 2 (100.0〕 (92.1) (1.1) (4.5) (2.3) 
利賀村





．?? ????? 、 2 (1.1) 1 (0.5〕
注：前表に同じ。


















第 1ー 17表 総収入のうちで占める農業収入の割合別農家数 く戸， %〕
I 1防未満｜ 10～ l鰍以上｜不 計
島 地 3 3 8 1 1 1 17 〔17.7) (17. 7) (47 .1) (5. 9) (5. 9〕 (5.9) (100.0) 
内 名 2 3 6 3 3 17 (11.8) (17. 7) (35. 3) (17. 7) (17. 7) (100.0) 








「建設業等の日雇人夫収入」が33.3%で3分の 1' 「勤めからの収入」が約28%, 「林業労働収入」
が16.7%と続く。それに対して， 内名では「建設業等の日雇人夫収入」が約53%と半ば以上を占め，
「勤めからの収入J「林業労働収入」が約12%となっている。それで、，両部落を合計すると， 「建設








金正 答 メ口込 計
収入 収入 収入 人夫収入
収入第1位 4 5 6 18 島 (22.2) (27.8) (33.3〕 (100.0) 
第2位 11 2 1 3 1 18 (61. 1) (11. 1) 〔5.6) (16. 7〕 (5.6) (100.0) 
地 第3位 2 1 13 18 (11. 1〕 (5.6) (5.6〕 (5.6) (72.2〕 (100. 0〕
収入第1位 3 2 2 9 
1 I 17 
内 (17. 7〕 (11.8〕 (11.8〕 (52.9〕 (5.9) (100.0) 
第2位 13 1 1 1 1 17 (76.5〕 (5. 9) (5. 9) (5. 9〕 (5. 9) (100.0) 
名 第3位 16 1 17 (94.1) (5. 9〕 〔100.0〕
収入第l位 7 5 7 15 1 35 l口込 (20.0) (14.3〕 (20.0〕 (42. 9) (2.9〕 (100.0) 
第2｛立 24 1 2 1 4 2 1 35 〔68.6〕 (2. 9) (5.7) (2. 9) (11.4〕 (5. 7) (2.9〕 (100.0) 





















をもつものは 8.9%にすぎなし、。 このような積極的態度をもつものは， 男女別にみると，圧倒的に
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その2 - 89ー
第 1ー 19表 お宅の農業をこれからどうしたらよいと考えるか t入，%〕
模れなも，払ってっ商2たヒ経ブ品しJ営た生を入I 現状のままや 縮少してやっ 全的て｜…し メCl斗 言十産規し、 っていきたい ていきたい しまいたい 無 答
男 3 (16. 7) 9 (50.0〕 6 (33.3) 18 (100.0) 
八 島 地 女 14 (66. 7) 2 ( 9.5〕 2 ( 9.5〕 3 (14. 3〕 21 (100.0〕
尾 5十 3 ( 7.7〕 23 (59. 0〕 2 ( 5.1) 2 ( 5.1〕 9 (23.1〕 39 (100.0〕
町大長谷 男 3〔15.0) 12〔60.0) 2 (10.0〕 3 (15.0〕 20 (100.0) 
内 名 女 1 ( 5.0〕 11 (55 .0〕 4 (20.0) 4 (20.0〕 20 (100.0) 
地島
E十 4 (10.0) 23 (57.5〕 6 (15.0〕 7〔17.5) 40 (100.0〕
． 男
名内 女 1 ( 2.4) 
l口h、
25 (61.0) 6 (14.6〕 7 (17.1〕 41〔100.0〕
aB 16～29才 1 (50.0) 1 (50.0〕 2 (100.0〕
和 30～39 2 (28.9〕 4 (57.1〕 1 (14.3) 7 (100.0〕
53 40～49 2 ( 9.1〕 12 (54.6) 1 ( 4.6〕 3 (13.6〕 4 (18.2) 22 (100.0) 年
10 計 50～59 1 ( 6.7〕 9〔60.0) 1 ( 6.7〕 4 (26.7) 15 (100.0) 
、月dノ 60才以上 1〔3.0) 21 (63.6) 1 ( 3.0〕 3 ( 9.1〕 7〔21.2) 33 (100.0〕
計 7 ( 8.9) 46 (58.2) 2 ( 2.5〕 8 (10.1〕 16 (20.3) 79 (100.0〕
利村百賀
男 5川町100.
女 4 ( 7.4〕 40 (74.1〕 4〔7.4〕 5 ( 9.3〕 54(100.0) 
瀬Jl 
16～ 29才 6 (75.0) 1 (12. 5〕 1 (12. 5〕 8 (100.0) 
／戸、 30～ 39 1 (14.3〕 2 (28. 6) 1 (14. 3〕 3 (42.9) 7 (100.0) 
和昭 40～ 49 2 ( 9.5〕 18 (85. 7) 1 ( 4.8〕 21 (100.0) 
52 50～ 59 5 (14. 7) 20 (58.8〕 5 (14. 7〕 4 (11.8) 34 (100.0〕
年 60才以上 20 (87.0〕 1 ( 4.4〕 2 ( 8.7〕 23 (100.0〕10 
月 百十 8 ( 8.6) 66 (71.0) 8 ( 8.6〕 1 ( 1.1〕 10 (10. 8) 93 (100.0) ＼、J
男子に多いし，年齢的には，比較的若い層に多い。 また，部落別では経営規模がやや大きい内名
に多いといえるO また， 「将来は農業を全部やめてしまいたい」とするものも，約10%と僅かであっ





りたいとするものは， ほぼ同率であるが， 「全部やめてしまいたし、」とするものは， 百瀬川では僅
か1人（1.1%）であったのに対して， この地域では10.1%を示しているし， また， 「わからない，







第 1-20表 農業以外によい収入があれば，農業をやめたいと思うか t人，%）
好きな仕ゃ事｜｜｜必差活後配の保後だ障かの生がら 土地を手で離農だからめ してま その他 無 答 A日． 計てよい
ない やめない 業くをなやいめた
男 2 (16. 7) 2(16. 7) 1( 8.3〕 3(25.0) 4(33.3〕 12(100.0) 
八 島 地 女 2(12. 7) 1 ( 6.3) 5(31.3) 3(18. 8) 1( 6.3) 4(25.0) 16(100.0) 
尾町大長谷
計 2( 7.1〕 3 (10. 7) 7(25.0) 4(14.3) 4(14.3〕 8(28.6〕 28(100.0) 
男 3(20.0〕 4 (26. 7) 1( 6. 7) 4(26.7) 2(13.3) 1〔6.7) 15(100.0) 
内 名 女 2(16. 7) 2 (16. 7) 2(16. 7) 4(33.3〕 1( 8.3〕 1( 8.3〕 12(100.0) 
地島
言十 5(18.5) 6 (22.2) 3(11.1) 8〔29.6) 3(11.1) 2( 7.4) 27(100.0〕
． 男 27(100.0) 
名内 女
メ口込
4(14.3) 3 (IO. 7〕 7(25.0) 7(25.0) 2( 7.1〕 5(17.6) 28(100.0) 
和昭
16～29才 1(100. 0〕 1(100.0) 
30～39 1 (16. 7) 1(16. 7) 1(16. 7〕 3(50.0) 6(100.0) 
53 40～49 4(26.7) 2 (13.3) 2(13.3〕 6(40.0) 1( 6. 7) 15(100.0) 年
10 百十 50～59 2(20.0) 3(30.0) 1(10.0) 4(40.0) 10(100.0) 月 60才以上 1( 4.4〕 5 (21. 7) 4(17.4) 5(21. 7〕 5(21. 7) 3(13.0) 23(100.0) 
計 7(12. 7) 9 (16.4) 10(18.2) 12(21.8) 7(12. 7) 10(18.2) 55(100.0) 
男 34(100.0) 
女 7(14.6〕 6 (12.5) 6(12.5) 21(43.8) 4( 8.3) 48(100.0) 
間 16～ 29才 1(14.3〕 4(57.1) 2(28.6) 7(100.0〕
和昭
30～ 39 1(25.0) 1(25.0) 1(25.0) 1(25.0) 4(100.0) 
40～ 49 6(28.6〕 2 ( 9.5) 2( 9.5) 9(42.9) 2( 9.5) 21(100.0) 
52 50～ 59 6(20.0) 6 (20.0) 5(16. 7) 10(33.3) 3(10.0) 30(100.0) 
年 60才以上 3(15.0) 2 (10.0) 2(10.0〕 10(50.0) 3(15.0〕 20(100.0) 10 





と回答したものは， 年齢的には40歳代， m歳代に多いが，両部落全体では， 先の質問で農業を持続
するもののうち12.7%にすぎなL、。 この比率は52年の百瀬川の場合の20.7%よりも低率である。 ま


























2-1表の如くで， やはり， 「変化ありJと回答したものが圧倒的に多く， 島地で82.1%，内名で
90%，両部落の聞に8%の差が出てきたが， 2部落全体では86%余りのものが， この地域の最近の
















第 2ー 1表 最近10年位の問に，この村の生活は大きく変ったか t入，%〉
変化あり 変化なし わからない l口'- 言十無 答
男 16 (88.9) 1 c 5.6〕 1 c 5.6) 18 (100.0) 
八 島 地 女 16 (76.2〕 4 (19.0〕 1 c 4.8) 21〔100.0)
尾 三十 32 (82.1) 5 (12.8〕 2 c 5.1) 39 (100.0) 町
谷大長 男 17 (85.0) 3 (15.0) 20 (100.0) 
内 名 女 19 (95.0) 1 c 5.0) 20 (100.0) 
地島
計 36 (90.0) 4 (20.0) 40 (100.0〕
． 男 38 (100.0) 
名内 女 35 (85.4〕
I口.>. 
4 c 9.8) 2 c 4.9〕 41 (100.0) 
和昭
16～29才 2 (100.0〕 2 (100.0) 
30～39 6 (85.7) 1 〔14.3〕 7 (100.0〕
53 40～49 19 (86.4〕 1 c 4.6〕 2 c 9.1〕 22 (100.0) 年
10 言十 50～59 12 (80.0) 1 c 6.7〕 2 (13.3) 15 (100.0) 月 60才以上 29 (87.9) 3 c 9.0) 1 〔3.0) 33 (100.0) 
百十 68 (86.1) 5 c 6.3〕 6 c 7.6) 79 (100.0〕
百利村賀
男 39 (100.0〕
女 52 (96.3〕 54 (100.0〕
瀬Jl 16 ～ 29才 8 (100.0) 8 (100.0〕
和昭
30 ～ 39 7 (100.0) 7 (100.0〕
40 ～ 49 19 (90.5) 2 c 9.5) 21 (100.0) 
52 50 ～ 59 34 (100.0) 34 (100. O) 
年 60才以上 23 (100.0) 23 (100.0) 10 
月 言十 91 (97.9) 2 c 2.2〕 93 (100. 0〕、』J
に関わるもので， 同じ範轄に入れてよいであろう。 その外では， 「生活への機械導入，電化」 (4 















島 地 内 名 メ口込 言十
男 女 計 男 女 言十 男 女 2十
戸数減少，人口流出，過疎 6 8 14 11 10 21 17 18 35 
子供の教育がなりたたない 1 1 1 1 
人が減って暮らしにくくなった 1 1 1 
共同仕事がしにくくなった 2 2 2 2 
人間同志のふれあいがなくなる。情がうすくな 1 1 2 1 1 2 る
百姓をしなくなった 1 1 1 1 
道路の整備，改善 2 4 6 3 2 5 5 6 11 
交通の使がよくなった 1 1 1 1 
自動車が多くなった 1 1 2 1 2 
冬の交通確保 1 1 1 1 
農業の機械化 1 1 1 1 2 2 
生活への機械導入，電化 2 1 3 1 1 2 2 4 
食生活の改善 1 1 2 1 1 2 
家が立派になった 2 2 2 2 
生活の向上 1 1 1 
収 入 1 1 1 
物価が高い 1 1 1 
パス貨が高くなった 1 1 1 1 
昔おぞかったものがえらくなった 1 1 1 1 
世の中が皆変ってしまって何もわからない 1 1 1 1 
った点があるj とするものが， 島地で59%，内名で62.5%，両部落合計では60.8%と， 半数をかな
り上まわっているO それに対して， 「生活しやすくなった点はなし、」とするものは， 島地が30.8%,









ところで， 以上のように「生活しやす〈なった点があるj と回答したものについては， 更に，そ
の生活しやすくなった点が，どのような点か， 具体的に自由回答形式で答えてもらったので， その
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第2-3表 最近10年位の間に，村の生活がしやすくなった点があるか く人， %〕
わからない メ口斗 計なっ点がある った点はない 無 ノ窓口
男 10 (55.6) 6 (33.3) 2 (11.1) 18 (100.0) 
ノー＼. 島 地 :tx・ 13 (61. 9) 6 (28.6) 2 ( 9.5〕 21〔100.0)
町尾 計 23 (59.0〕 12 (30.8) 4 (10.3) 39 (100.0) 
大谷長 男 13 〔65.0〕 6 〔30.0) 1 ( 5.0) 20 (100.0) 
内 名 女 12 (60.0) 8 (40.0) 20 (100.0〕
地島
計 25 (62.5) 14 (35.0) 1 ( 2.5) 40 (100.0) 
． 男 38 (100.0〕
名内 女 25 (61.0〕 14 (34.1) 2 ( 4.9) 41 (100.0〕
メ仁弘1、
昭 16～29才 2〔100.0) 2 (100.0〕
和 30～39 5 〔71.4) 1 (14.3〕 1 (14.3) 7 (100.0) 
53 40～49 12 (54.6) 9 (40.9) 1 〔4.6) 22 (100.0) 年
10 計 50～59 8 (53.3〕 7 (46.7〕 15 (100.0) 月 60才以上 21 (63.6) 9 (27.3) 3 ( 9.0) 33 (100.0) 、』ノ
言十 48 (60.8) 26 (32.9) 5 ( 6.3) 79 (100.0) 
矛リ 男 39 (100.0) 
百村賀 女 35 (64.8) 12 (22.2) 7 (13.0) 54 (100.0〕
j瀬I 16 ～ 29才 4 (50.0) 1 (12.5〕 3 (37.5) 8 (100.0) 
和昭
30 ～ 39 4 (57.1) 3 (42.9) 7 (100.0) 
40 ～ 49 8 (38.1〕 10 (47.6) 3 (14.3〕 21 (100.0) 
52 50 ～ 59 28 (82.4) 5 (14.7) 1 ( 2.9) 34 (100.0) 
年 60才以上 17 (73.9) 4 (17,4) 2 ( 8.7〕 23 (lOO.O) 10 
月 五十 61 (65.6) ＼，ノ 23 (24.7) 9 ( 9.7) 93 (100.0) 
結果を整理してみると，第2-4表の如くである。それによると， 「生活しやすくなった点」とし
て，圧倒的に多数を占める事項はないが， 比較的多くのものがあげている事項で， まず目につくの










交通も途絶したが， 昭和45, 6年頃から主要道路は除雪されるようになり， 今日は冬期聞を通じて，
殆んと、八尾町中心部への車やノミスの交通は途絶えることがない。 以上のような最近の交通事情は，
この地区の住民にとって，大きく改善され生活しやすくなった点の一つである。
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 2) - 95ー
第2-4表 最近10年位の聞にこの村で、生活しやすくなった点
島 地 内 名 メ口』 計
男 女 計 男 女 計 男 女 E十
道路事情の改善 1 1 2 1 1 2 2 2 4 
交通の便がよくなった 3 1 4 2 1 3 5 2 7 
冬の除雪 1 1 1 1 
電信電話 1 1 1 1 
農業の機械化 1 1 2 2 3 3 
生活への機械導入 2 1 3 1 1 2 3 2 5 
電 化 1 1 2 1 1 2 
燃料供給が便利 1 1 1 
賃金金，収入がよくくなった
おまわりがよなった 1 1 2 2 2 4 3 3 6 
裕福になった 1 1 1 1 
物，品物が豊富になった 2 2 1 2 1 3 4 
物欲が自由に買える
しいものが買える 1 1 2 2 3 3 
農協マーケットが出来て欲しいものが買える 1 3 4 1 3 4 
食何生で活がよくなった
もおいしいものが食べれる 3 3 3 3 
衣食住がよくなった 1 1 1 1 2 2 
自給自足できるようになった 1 1 1 
医療面がよくなった 1 1 1 1 
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［普転議 J ；＝ク｜田吋JJil脳｜雪動＝1~：~ン l：乙丸 理総戸妻数
島地 13 1 10 1 10 1 11 17 17 7 17 (76.5) c 5.9) (17.7〕c 5.9) 〔58.8)c 5.9) (58.8) ( 5.9) (64.7) (100.0) (100.0) (41. 2) (100.0〕
内名 17 1 3 2 13 5 10 2 13 16 17 9 17 (100.0) c 5.9) (17. 7) (11. 8) (76.5) (29.4) (58.8〕(11. 8) (76.5) (94.1〕〔100.0)(52.9) (100.0〕



























問を発して， その回答を表に示すと第 2ー 7表の如くである。 これによると， 「生活しにくくなっ
た点がある」とするものが， 島地では28.2%であるのに対して， 内名では半ばを越えて55%に及ぶ。
しかし，両者合計では約42%となり， 「生活しにくくなった点はなし、」とするものの方が54.4%と半













l生活吐くな｜生活背くな わからない メ口為 計っf二点、カ1 る つTこJ薦、l"i L、 無 答
男 7 (38.9) 11 (61.6〕 18 (100.0) 
i¥ 島 地 lょ 4 (19.0) 15 (71.4) 2 ( 9.5) 21 (100.0) 
尾 11 (28. 2〕 26 (66.7〕 2 ( 5.1) 39 (100.0) 
大長谷町 男 13 (65.0) 6 (30.0) 1 c 5.0) 20 (100.0) 
内 名 女 9 (45.0〕 11 (55.0) 20 (100.0) 
地島
言十 22 (55.0〕 17 (42.5) 1 ( 2.5) 40 (100.0) 
． 男 38 (100.0) 
名内 女 13 (31. 7) 26 (63.4) 2 ( 4.9) 41 (100.0) 
メ口込
和昭
16～29才 2 (100.0) 2 (100.0) 
30～39 2 (42.9〕 4 (57.1〕 7 (100.0) 
53 40～49 8 (36.4) 14 (63.6) 22 (100.0) 年
10 計 50～59 5 (33.3) 9 (60.6) 1 〔6.7) 15 (100.0) 
月、』J 60才以上 15 (45.5) 16 (48.5〕 2 ( 6.1) 33 (100.0) 
計 33 (41.8) 43 (54.4〕 3 ( 3.8) 79 (100.0) 
百利村賀
男 39 (100. 0) 
女 10 (18.5) 34 (63.0) 10 (18.5) 54 (100.0) 
瀬Jl 
16 ～ 29才 2 (25.0) 2 (25.0) 4 (50.0) 8 (100.0) 
r『、 30 ～ 39 3 (42.9) 4 (57.1〕 7 (100.0) 
目白 40 ～ 49 6 (28.6) 11 (52.4) 4 (19.1) 21 (100.0〕和
52 50 ～ 59 12 (35.3) 18 (52.9) 4 (11. 8) 34 (100.0) 
年 60才以上 4 (17.4) 17 (73.9) 2 ( 8.7) 23 (100.0) 10 



















島 地 内 名 1口入 言十
男 女 計 男 女 5十 男 女 言十
人が少くなった，家が減った 2 1 3 1 4 5 3 5 8 
若い人がし、なくなった，老人だけになった 1 1 2 1 1 2 2 2 4 
子供が家にいない，あととりが家にいない，親 1 1 2 2 4 3 2 5 子バラバラ
家族が少くなった 1 1 1 1 
青年が少くなり活気がない 1 1 1 1 
年老いてくるから 1 1 1 1 
中学校がなくなった 1 1 1 1 
共同作業がしにくくなった，共同精神がくずれ 1 1 2 1 3 3 4 てきた
費が用・経費がかかる，生活費が高くつく，物価
高い 1 1 2 3 3 4 1 5 
ノミス賃が高い 1 1 1 1 
働くところがなくなった，仕事がなくなった 1 1 2 1 1 2 
収入が減った 1 1 1 1 
農業がしにくくな勺だ 1 1 1 1 






















｜くら山な｜く山く IC:'t:> I?ともし｜わか凶 ｜ った なった えない 無答 メ口斗 言十
男 10 (55,6〕 5 (27,8〕 3 (16,7) 18 (104.0) 
i¥ 島 地 女 13 (61. 9) 3 (14.3〕 5 cお，8〕 21 (100.0) 
尾 計 23 (59.0) 8 (20,5) 8 (20.5) 39 (100,0〕
大長谷町 男 10 (50,0) 6 (30,0) 4 (20.0) 20 (100.0) 
内 名 女 11 (55.0) 6 (30.0〕 3 (15.0) 20 (100.0) 
地島
百十 21 (52.5) 12 (30.0) 7 (17.5) 40 (100.0) 
． 男 38 (100.0) 
名内
メ口斗
女 24 (58.5) 9 (22.0) 8 (19.5) 41 (100.0〕
和昭
16～29才 1 (50.0〕 1 (50.0) 2 (100.0) 
30～39 5 (71.4) 1 (14.3) 1 (14.3) 7 (100.0) 
53 40～49 13 (59.1) 5 (22.7〕 4 (18.2) 22 (100.0) 年
10 言十 50～59 5 (33.3) 5 (33.3〕 5 (33.3) 15 (100.0) 月 60才以上 20 (60.6〕 8〔24.2) 5 (15.2) 33 (100.0) 
言十 44 (55.7) 20 (25.3) 15 (19.0) 79 (100.0) 
型村百需
男 39 (100.0〕
女 41 (75.9〕 3 c 5.6) 8 (14.8) 54 (100.0) 
16 ～ 29才 7 (87.5〕 1 (12.5) 8 (100.0) 
和昭
30 ～ 39 3 (42.9) 2 (28.6) 2 (28.6) 7 (100.0) 
40 ～ 49 11 (52.4〕 3 (14.3) 6 (28.6) 1 c 4.8) 21 (100.0〕
52 50 ～ 59 29 (85.3〕 1 c 2.9〕 3 c 8.8) 1 c 2.9) 34 (100.0) 
年 60才以上 19 (82.6〕 1 c 4,4) 3 (13.0) お (100.0)10 

















第 2ー 10表 この村はこれからさき年々暮しよくなると思うか （人，%）
同じようなも
なくらしやすく くらしにくく のだと思とう。 先のことは分答 メ日ミh 言十ると，思う なると思う どちらもい らない，無
えない
男 3 (16.7) 8 ('44.4〕 1 c 5.6) 6 (33.3〕 18 (100.0) 
八 島 地 女 3 (14.3) 5〔23.8〕 2 c 9.5) 11 (52.4) 21 (100.0〕
尾 計 6〔15.4) 13 (33.3〕 3 c 7.7) 17〔43.6) 39 (100.0) 
町大長
男 3 (15.0) 8〔40.0〕 6 (30.0) 3 (15.0〕 20 (100.0) 
谷 内 名 女 2 (10.0) 10 (50.0) 2〔10.0) 6 (30.0〕 20〔100.0)
地島
計 5 (12.5) 18 (45.0〕 8 (20.0) 9 (22.5〕 40 (100 0〕
． 男 38 (100.0) 
名内
メ口込
女 5 (12.2) 15 (36.6) 4 ( 9.8) 17 (41.5) 41 (100.0) 
和昭
16～29才 1 (50.0) 1 (50.0) 2 (100.0) 
30～39 1 (14.3〕 2 (28.6) 4 (57.1〕 7 (100. 0〕
53 40～49 2 ( 9.0) 12 (54.5) 6 (27.3) 2 c 9.1) 22 (100.0) 年
10 計 50～59 2 (13.3) 7 (46.7) 6 (40.0〕 15 (100.0) 月 60才以上 5 (15. 2) 10 (30.3) 4 (12.1〕 14 (42.4) 33 (100.0〕
言十 11 (13.9) 31 (39.2) 11 (13.9) 26 (32.9) 79 (100.0) 
書聖
男 39 (100.0〕
女 16 (29.6) 7 (13.0) 18 (33.3〕 13 (24.1) 54 (100.0) 
瀬Jl 
16 ～ 29才 1 (12.5) 1 (12. 5) 4 (50.0) 2 (25.0) 8 (100.0) 
〆ー、 30 ～ 39 3 (42.9) 1 (14.3〕 2 (28.5) 1 (14.3〕 7 (100.0) 
和昭 40 ～ 49 8 (38. 1) 3 (14.3〕 4〔19.1) 6 (28.6〕 21 (100.0) 
52 50～ 59 14 (41.2) 4 (11.8) 15 (44.1) 1 c 2.9) 34 (100.0) 
年 60才以上 2 ( 8.7) 2 c 8.7) 10 (43.5〕 9 (39.1〕 23 (100. 0〕10 
月 28 (30.1) 11 (11. 8) 35 (37.6) 19 (20.4) 93〔100.6)
じようなもの，どちらともいえなし、」とするものが， 島地で 7.7%, 内名で20%, 全体で13.9%,
更に「先のことはわからない，無答」が， 島地で43.6%にも及び，内名で22.5克， 全体では約3分
の1の32.9%となっている。そして，むしろ「暮しにくくなると思う」と村の将来の生活に希望をい

























に， 「非常に満足」「まあ満足」 「少しは不満」 「非常に不満J 「どちらともいえなし、」の中から1
つ選択してもらった結果は第2 12表の如くである。これによると， 「非常に満足Jは3.8%とごく
第 2ー 11表 現在の仕事（家事〕に満足しているか （人，%〉
｜事常 ~1 ま繍足 少し不満 非常に｜どち山｜無不 満いえない 言十
男 4(22.2) 10(55.6) 2(11.1) 2〔11.1) 18(100.0) 
八 島 l也 女 3(14.3〕 13(61. 9) 1( 4.8〕 2( 9.5) 2( 9.5〕 21(100.0) 
言十 7(17.9) 23(59.0) 
尾
1( 2.3) 4(10.3) 4(10.3) 39(100.0) 
男 1( 5.0) 11(55.0) 1( 5.0) 2〔10.0) 3(15.0) 2(10.0) 20(100.0) 
町 内 名 女 8(40.0) 8(40.0) 3(15.0) 1( 5.0) 20(100.0) 
大
計 9〔22.5) 19(47.5) 4(10.0) 3( 7.5) 3( 7.5〕 2( 5.0) 40〔100.0〕
男
長 女 11(26. 8) 21(51. 2) 4( 9.8) 3( 7.3) 2( 4.9) 41(100.0) 
l口』
谷 16～29才 2(100.0) 2(100.0) 
r、 30～39 1(14.3〕 4(57.1〕 1(14.3) 1(14.3) 7(100.0) 
53 40～49 5(22.7〕 11(50.0) 2( 9.1) 3〔13.6) 1( 4.6〕 22(100.0〕年
10 計 50～59 5(33.3) 8(53.3) 2〔13.3) 15(100.0) 
月、ーノ 60才以上 5(15. 2) 19(57.6) 2(11. 8〕 2( 6.1) 3( 9.1) 2( 6.1) 33(100.0〕
計 16(20.3〕 42(53.2) 5( 6.3〕 7( 8.9〕 7( 8.9) 2( 2.5) 79(100.0) 
利 男
39(100.0) 
村賀 女 6(11.1) 29(53.7〕 13(24.0) 2( 3.7〕
5'4(100.0) 
瀬百Jl 
16 ～ 29才 3〔37.5) 2〔25.0〕 1(12.5) 1(12.5) 1(12.5〕 8(100.0) 
30 ～ 39 1(14.3) 2(28.6) 2〔28.6) 2(28.6〕 7(100.0) 
fヘ 40 ～ 49 8(38. l〕 8(38.1) 1( 4.8) 3(14.3) 1( 4.8〕 21(100.0) 52 
年 50 ～ 59 3( 8.8) 20(58.8) 8(23.5) 3( 8.8) 34(100.0) 




男 2(11.1) 11(61.1〕 2(11.1) 2(11.1) 1( 5.6) 18(100.0〕
八 島 地 女 13〔61.9) 4(19.0) 2( 9.5) 2( 9.5) 21(100.0) 
言十 2( 5.1〕 24(61. 5〕 6(15.4) 4〔10.3) 3( 7.7〕 39(100.0) 
尾
男 10(50.0) 5(25.0) 2(10.0) 3(15.0) 20〔10'.l.O〕
町 内 名 女 1( 5.0) 8(40.0〕 4(35.0) 2〔10.0) 2(10.0〕 20(100.0〕
計 1( 2.5) 18(45.0) 12(30.0) 4(10.0) 5〔12.5) 40〔100.0)
大
男 38(100.0) 
長 女 1( 2.4) 21(51.2) 11(26.8〕 4〔9.6〕 4( 9.6) 41(100.0) 
メ口込
谷 16～29才 1(50.0) 1(50.0) 2(100.0) 
" 30～39 7(100.0) 7〔100.0)53 
年 40～49 1( 4.5) 7(31. 8) 9〔40.9) 4018.2) 1( 4.5〕 22(100.0) 
10 50～59 1( 6.7〕 7(46.7) 4(26.7) 3(20.0) 15(100.0) 
月、J 計
60才以上 1( 3.0) 21(63.6〕 5〔15.2) 6(18.2〕 33(100. 0〕
計 42(53.2) 18(22.8) 8(10 .1) 8(10.1〕 79(100.0) 
村利賀
男 ｜打 39(100.0) 
女 3( 5.6) 25(46.3) 13(24.1) 7(13.0〕 5( 9.3) 54(100.0) 
百瀬J 1 
16 ～ 29才 1〔12.5) 5(62.5〕 1(12.5〕 1(12.5〕 8(100.0) 
30 ～ 39 2(28.6) 3(42.9) 2(28.6〕 7(100.0〕
f、 40 ～ 49 8(38.1) 8(38.1) 4(19.1) 1( 4.8〕 21(100. 0) 52 
年 50 ～ 59 1( 2.9〕 10(29.4) 14(41.2) 4(11. 8〕 5(14. 7〕 34(100. 0〕
10 60才以上 1( 4.4) 17〔73.9) 3(13.0) 2〔8.7) お(100.0)
月＼ノ 計 3( 3.2) 42(45.2) 28(30.0) 10(10.8〕 9( 9.7) 1( 1.1) 93(100.0) 
少数であるが， 「まあ満足」が，前間同様に53.2%と半数以上を占め，両者を合せると57%と半ばを










の場合を 5%近く上まわっている。そして， 百瀬川では「少し不満Jが17.2%, 「非常に不満」が
2.2%, 合計で20%をも割っているが，島地・内名では「少し不満」が22.8%, 「非常に不満」が
7.6%で， 両者合せると 3分の 1に近い30%余りになる。 このように両地域を比較してみると，や
はり，百瀬川よりも島地・内名の方に不満が多く，満足度もそれだけ低いといえよう。
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第 2ー 13表 全体として今の生活に満足しているか （人，%）
時に縦lまあ満足 少しは不満 非常に不満 いえない メ口』 計
男 12(66.7) 4(22.2〕 1( 5.6) 18(100.0) 
八 島 地 女 2( 9.5) 12(57 .1) 3(14.3〕 1( 4.8〕 3(14.3〕 21(100.0) 
計 3( 7.7) 24(61.5〕 7(17 .9〕 2( 5.1〕 3( 7.7) 39(100.0) 
尾
男 1〔5.0〕 11(55.0〕 2(10.0) 2(10.0) 20(100.0) 
町 内 名 女 1( 5.0〕 9(45.0) 7(35.0〕 2(10.0〕 1( 5.0〕 20(100.0) 
百十 2( 5.0) 20〔50.0〕 11〔27.5)[ 4(10.0) 3( 7.5〕 40(100.0) 
大
男 38(100.0) 
長 女 3( 7.3) 21(51.2) 
ノ口込
10〔24.4) 3( 7.3) 4( 9. 8) 41(100.0) 
谷 16～29才 2(100.0) 2(100.0) 
（ 30～39 3〔42.9〕 3(42.9〕 1(14.3) 7(100.0〕53 
年 40～49 1( 4.5) 11(50.0) 5(22.7) 4(18.2) 1( 4.5) 22(100.0) 
10 50～59 1( 6.7) 8〔53.3) 3(20.0) 1( 6.7) 2(13.3) 15(100.0) 月 i十
＼、J 60才以上 3( 9.1〕 22(66.7) 5(15. 2) 1( 3.0) 2( 6.1) 33(100.0) 
計 5( 6.3) 44(55.7) 18(22.8) 6〔7.6) 6( 7.6) 79(100.0) 
利村賀
男 39(100.0) 
女 32〔59.3) 10(18.5) 1( 1.9〕 6(11.1) 54(100.0〕
百瀬J 1 
16 ～ 29才 1(12.5) 7(87.5) 8(100.0) 
30 ～ 39 4〔57.1〕 3(42. 9) 7(100.0) 
／｛、 40 ～ 49 1〔4.8) 9(42.9) 5〔23.8) 1( 4.8) 5（お8〕 21(100.0) 52 
年 50 ～ 59 2〔5.9) 18(52.9) 9(26.5) 1〔2.9) 4(11.8〕 34(100.0) 


















感じている どちらとも メEコ込 百十いえない 無答
男 10 (55.6) 3 (16. 7〕 4 (22.2) 1 ( 5.6) 18 (100.0) 
島 i也 女 9 (42.9) 5 (23.8〕 5 (23.8) 2 ( 9.5) 21 (100.0) 
八 計 19 (48.7) 8 (20. 5〕 9 (23.1) 3〔7.7) 39 (100.0) 
大長町尾 男 9 (45.0) 4 (20.0〕 1 ( 5.0) 20 (100. 0〕
内 名 女 5 (25.0〕 6 (30.0〕 7 (35.0) 2 (10. O) 20 (100.0〕
谷
計 14 (35.0〕 12 (30.0) 11 (27.5〕 3 ( 7.5) 40 (100.0) 
地島 男 38 (100.0〕． 女 14 (34.1) 11 (26.8〕 12〔29.3) 4 ( 9.6) 41 (100.0〕
名内 メ＂＇弘I、
16～29才 1 (50.0) 1 (50.0〕 2 (100.0) 
r、
7 (100.0〕53 30～39 4 (57.1) 1 (14.3) 
年 40～49 6 (27.3) 8 (36.4) 7 (31. 9〕 2 ( 9.0) 22 (100.0) 10 
月、J 計 50～59 6 (40.0) 7 (46.7) 3 (20.0) 15 (100.0) 
60才以上 16 (48.5) 3〔9.1〕 10 (30.3) 4 (12.1) 33〔100.0)
言十 33 (41.8) 20 (25.3) 20 (25.3) 6 c 7.6) 79 (100.0) 
利賀村
男 39 (100.0) 
女 28 (51. 9〕 6 (11.1) 15 (27.8) 5 c 9.3) 54 (100.0) 
瀬百JI I 
16 ～ 29才 5 (62.5〕 1〔12.5) 2 (25.0〕 8 (100.0) 
30 ～ 39 2 (28.6〕 4 (57.1〕 1 (14.3) 7 (100. 0〕
"' 40 ～ 49 11 (52.4〕 5 (23.8) 4 (19.1〕 1 c 4.8〕 21 (100.0〕52 50 ～ 59 20 (58.8) 4 (11.8〕 7 (20.6) 3 c 8.8) 34 (100.0) 年
10 60才以上 17 (73.9〕 4 (17.4) 2 c 8.7) 23 (100.0) 




が， この質問に対して「物価が高し、」をあげ、たものは32.9%で3分の 1に近L、。 さすがに女子のな
かにこれをあげるものが多く， 前の項目同様39%に及んでいる。続いて第3番目に多いのは「医療












自分や家 自時な由にな 収入が少 医療施設 世景気のが中懇の｜｜ 住宅事情 税金が高る聞が 物価が高い
族の健康 少い なすぎる の貧困 い が悪い すぎる
男 4(22.2) 4〔22.2) 2(11.1) 5(27.8) 6〔33.3〕 2(11.1〕 1( 5.6) 4(22.2) 
島 地 ・f;J: 1( 4.8) 2( 9.5〕 3〔14.3) 8〔38.1) 6(28.6〕 4(19.0) 1( 4. 8) 7(33.3〕
計 5(12.8) 6(15.4) 5(15.0〕 13(33.3) 12(30. 8) 6(15.4) 2( 5.1) 11〔28.2〕
男 4(20.0) 2(10. O) 2(10. 0) 5(25.0) 5(25.0) 1〔5.0) 3(15.0) 
内 名 女 7(35.0) 3〔15.0) 3〔15.0〕 8(40.0) 5〔25.0〕 1( 5.0) 1( 5.0) 6(30.0) 
計 11(27. 5) 5(12.5) 5(12. 5〕 13(32.5) 10(25.0) 1〔2.5〕 2( 5.0〕 9(22. 5〕
男 …l川…！女 8〔19.5) 5(12.2) 6(14.6) 16(39 0) 11(26.8〕 5〔12.2) 2( 4.9〕 13(31.7) 
lドL' 
16～ 29才 1(50.0〕
30～ 39 1(14.3) 2(28.6〕 1(14.3) 5(71.4) 1(14.3) 1〔14.3)
40～ 49 5(22.7) 3〔13.6〕 4(18.2) 9(40.9) 4(31. 8) 4〔18.2) 4(18.2) 4〔18.2)
計 50～ 59 6(40.0) 4(26.7) 4(26.7〕 3(20.0) 4(26.7) 
60才以上 4(12.1〕 1( 3.0) 5(15.2) 13〔39.4) 7(21.2) 2( 6.1〕 11(33. 3) 
計 16〔20.3) 11(13. 9) 10(12. 7) 26(32. 9) 22(27.8〕 7( 8.9) 4( 5.1) 20(25.3) 
農値作段が物安の 不町て生が便遠活だがく I ~~j~f If~づき子供の教育いしきた いがう その他
無答総数し、 り るさい
男 5(27.8〕 4(22.2) 5(27.S) 1( 5.6) 3(16.7) 2〔11.1)18(100.0) 
島 地 女 5(23.8) 8(38.1) 5(23.8) 1( 4.8) 2( 9.5) 21(100.0) 
言十 10(25.6) 12(30.8) 10(25.6) 1( 2.6〕 4(10. 3) 4(10.3) 39〔100.0)
男 7(35.0) 7(35.0) I( 5.0) 2(10.0) 3(15.0) 20(100.0) 
内 名 1ぐ 2(10.0) 8(40.0) 5(25.0) 1( 5.0) 4(20. （）〕 20(100.0) 
計 9(22. 5) 15(37.5) 6〔15.0) 3( 7.5) 7(17.5) 40(100.0) 
男
子 112(31.6)1…l…l 叶則00.0女 子 7(17.1) 16(39. 0〕 10(24.4) 2( 4. 9) 6(14. 6) 41(100. O) 
メ口斗
16～ 29才 1(50.0) 1(50.0〕 1(50.0) 2(100.0) 
30～ 39 2(28.6) 2(28.6) 5(71. 4) 1(14.3) 7(100.0〕
40～ 49 3〔13.6) 9(40.9) 4〔18.2〕 1( 4.5〕 2( 9.1) 22(100.0) 
Z十 50～ 59 7(46.7) 7(46.7) 4(26.7) 15(100.0) 
60才以上 6(18.2) 8(24.2) 7(21.2) 5(15.2) 5(15.2) 33(100.0) 
計 19(24.1) 27(34.2) 16(20. 3) 1( 1. 3) 7( 8.7) 11(13. 9) 79(100.0) 
のものがあげている。以上の項目が20%を越えているが， そのあとは「自由になる時聞が少なし、」













































第 2ー 16表 町当局にまずとりあげてもらいたいものは何か （人，%）
寸＝一襲年対°i 整備道路の整備老人対策・ 産業（工場〉と・青 農業振興林業振興
少策と交通対策社会福祉 誘致
島地 1 4. 11 52. 3 14. 1 4. 3 . 3) 2 9. 女計男 2(1 ~〕) 2/6L 〕) ?6・ ~~ 3~10  ~5 5f1~· 8 4?2J~ 
3 7. 23 59. 6 15. 4 10. 8 . 5〕 6 15. 
女男 1 ( 5.0 13 ~65.g5 〕 3 (15.g~ 4 c20.o) 3 (15.0) 5 ~~g·o~ 内名 2 10.0 12 60. 1 ( 5. 4 20.0) 4 .0 
3 7.5 25 62. 4 10. 8 (20.0) 3 ( 7.5) 9 .5 
男子 I 3 c 7.9) I 25 (65.s〕i 6 c15. s) I 7 c比 4) I s c2i. 1) I 9 c23. 7) 
合女子 I 3 c 7.3) I 23 (56 .1) I 4 c 9.s I 5〔12.2 I 3 c 7.3) I 6 c14.6) 
16～ 29才 1~50.0 2(100.0) 1 (50 0〕
30～ 39 1 14.3 5 t回D. 1 〈（〈（〈盟i 1!!13 4 4 3 36 14  1 4.5 3 13. 5 4 .2 
三nι』 50～ 59 9 . 3 20. 0 3 20. 2 . 4 . 7 




男 2 11.1 2 (11.1) 1 5.5 2 (11.1) 
島地女 4 19.0 3 14.3 
計 6 15.4 2(5.1) 4 10.3 2(5.1) 
女計男 2 ~10.g~ 2 10.g) 〕 2 (10.0) 内名 3 15. 2 10. 
5 12. 4 10. 2 ( 5.0) 
男子 I 4(10.5)1 2c5.3)1 I 3(7.9)1 I 4(10.5) 
合女子 I 7 17.o I I I 5 02.2) I I 
~g ～～~~才 2 28.6 1 (50.0) 
40～49 4 18.2 1 ( 4.5) 2 9.~5 1 ( 4.5) 
計 50～ 59 1 6. 7 2 13. 
60才以上 4 1~.1 4 12. 3 ( 9.1) 
~-j 11 13.9 2〔2.5) 8 10. 4 ( 5.1) 
部落会の 婦人会・ 育他な 被調査者
部落再編成 年団その 観光開発 その他
強化 サークル 総数
どの援助
女計男 9 50.~〕5 1 5 .is〕 18 100.g~ 島地 1〔4.8) 3 14 3 14 20  
1 ( 2.6) 12 30. 4 10. 39 100. 
内名 2 10.0 5 25.0 20 100. 女計男 1 ( 5.0) 6 30.0) 〕 20 1的 ·g~ 〕
1 ( 2.5〕 2~ 5.05 11 27.5 40 100. 
男子｜ I 1 c 2.6) I I 15 (39.5) I 1 c 2.6) I 38(1飢 0)
合女子 I 1 c 2.4) I I 2 c 4.8) I 8 c19.5) I 3 7.3) I 41000.0〕
16 ～ 29才 l ；.却田6 05 2 100 ~l 30～ 39 1 (14.3) 4 .1 7 100. 
40～ 49 1 ( 4.5) 2 ( 9.0) 6 .3 1 ( 4.5) 22 100. 
計 50～59 7 .7 15 100. 
60 上 6 .2 3 9. 33 100. 



















感 じ る 感じない わからない メiコ注、 計無 合A柿ゐ一
男 8 (44.4〕 6 (33.3) 4 (22.2) 18 (100.0) 
八 島 地 女 9 (42.9) 8 (38.1) 4 (19.0) 21 (100.0) 
尾 計 17 (43.6) 14 (35.9) 8 (20. 5) 39 (100.0) 
大町長
男 11 (55.0) 8 (40.0) 1 ( 5.0) 20 (100.0) 
谷地島
内 名 女 6 (30.0) 8 (40.0) 6 (30.0) 20 (100.0) 
言十 17 (42.5) 16 (40.0) 7 (17.5) 40 (100.0) 
． 男 38 (100.0) 
名内
メ口斗
女 15 (36.6) 16 (39.0) 10 〔24.4〕 41 (100.0) 
昭 16～29才 2 (100.0) 2 (100.0) 
和 30～39 4 (57.1) 2 (28. 3) 1 (14.3) 7 (100.0) 
53 40～49 11 (50.0) 7 (31. 8〕 4 (18.2) 22 (100.0) 年
10 五十 50～59 7 (46. 7) 6 (27.3) 2 (13. 3) 15 (100.0) 月 60才以上 10 (30. 3) 15 (45.5) 8 (24.2〕 33 (100.0) 
言十 34 (43.0) 30 (38.0〕 15 (19.0) 79 (100.0) 
利賀村 男 39 (100.0) 
fl: 29 (53.7) 13 〔24.1〕 12 〔22.2) 54 (100.0) 
百
瀬Jl 
16 ～ 29才 5 (62.5) 1 (12.5) 2 (25.0) 8 (100. 0〕
和昭
30 ～ 39 4 (57.1〕 3 (42.9) 7 (100.0) 
40 ～ 49 15 (71.4) 5 (23.8〕 1 ( 4.8〕 21 (100.0) 
52 50 ～ 59 18 (52.9) 10 (29.4) 6 (17. 7〕 34〔100.0)
年 的才以上 14 (60.9) 5 (21. 7) 4 (17.4) 23 (100.0) 10 













だ，自然環境がよし、」等とするものが， 最高で11人を数えている。 その他， 「新鮮な空気，清らか







島 地 内 名 l口,_ 計
男 女 計 男 女 E十 男 女 5十
自然がよい，自然がきれいだ，自然環境がよい 5 1 6 5 5 10 1 1 
新鮮な空気，清らかな水 1 1 1 1 
四季のうつりかわりを味う 1 1 1 1 
白 木 峰 1 1 1 1 2 2 
静かでよい 1 1 1 1 
人聞が正直，みんな人がよい 1 1 2 1 1 2 
人情味がある 1 1 1 1 
生れ育った所だから 1 1 2 2 2 1 3 
住みなれた村，長い間住んだ所 1 1 2 1 1 1 2 3 
環境になれている 1 1 1 1 
気楽に生活できる 1 1 2 1 1 2 
どこへも行きたくない 1 1 1 1 
村の人がよく働く 1 1 1 1 
部落の結束が強い 1 1 1 1 
北陸における一山村社会の変動と住民の生活〈その2) 一111-
故に「気楽に生活できるJ( 2人〉ことにもなるであろう。その外，この地域の人間や人間性，人間
関係等を， 誇りとか愛着に感じる点としてあげているものもあるO 即ち， 「人聞が正直，みんな人








ない」の4項目の中から選択してもらった。 その回答の集計結果は第 2-19表の如くであった。 こ
れによると， 「村でずっとくらしたし、」とするものが， 島地で51.3%と半ばを越えており， 内名で
も55%, 男女別では，男子が55.3%，女子が51.2%で， 全体でも53.2%と半数以上に達している。
しかし， それはごく僅かに越えているにすぎず， 半数近くのものが「村外へ出たし、」 「村外へ出て
いかざるをえなし、」「何ともいえなしづと回答している。即ち， 「何ともいえなし、」は部落別，男女
第 2ー 19表 村外へ出てくらしたいと思うか （人，%〉
I l糊へLl:て 村でずっと 何なともいえ村外へ出た し、かざるを 無 言十
い えない くらしたい L、
男 1( 5.6〕 5(27.8) 10(55.6) 2(11.0〕 18(100.0) 
八 島 地 女 4(19.1) 6(28.6) 10(47.6) 1〔4.8) 21(100.0) 
尾 百十 5(12. 8) 11(28.2) 20〔51.3) 3( 7.7) 39(100.0) 
大長谷町 男 3(15.0) 5(25.0) 11(55.0) 1( 5.0〕 20(100.0) 
内 名 女 2(10.0〕 5〔25.0) 11(55.0) 2(10.0) 20(100.0) 
地島
E十 5(12.5) 10〔25.0〕 22(55.0) 3( 7.5) 40(100.0) 
． 男 38(100.0〕
名内 女 6(14.6) 11(26.8) 21(51.2〕 3( 7.3) 41(100.0〕
メ口'>. 
昭 16～29才 2(100.0) 2(100.0) 
和 30～39 1(14. 3) 3(42.9) 3〔42.9) 7(100.0) 
53 40～49 5(22.7) 6〔27.3) 10(45.5) 1( 4.6) 22(100.0) 年
10 計 50～59 1( 6.7) 6(40.0) 5(33.3) 3(20.0) 15(100.0) 
＼月./ 60才以上 3( 9.1) 6(18.2) 22(66.7) 2( 6.1) 33(100.0) 
言十 10(12.7) 21(26.6) 42(53.2) 6( 7.6) 79(100.0〕
利賀~ 男 39(100.0) 女 8(14.8) 5( 9.3) 33(61.1) 6(11.1) 2( 3. 7) 54〔100.0〕
瀬Jl 
16 ～ 29才 1(12.5) 1〔12.5) 4(50.0〕 2〔25.0) 8(100.0) 
30 ～ 39 1(14.3) 3(42.9) 2(28.6) 1(14. 3) 7(100.0〕
和昭 40 ～ 49 2( 9.5〕 3(14.3〕 11(52.4) 4(19.1) 1(100.0) 21(100.0) 
52 50 ～ 59 4(11.8) 4(11.8) 20(28.8) 6〔17.7) 34(100.0) 
年 60才以上 3(13.0) 1( 4.4) 18〔78.3) 1〔4.4) 23(100.0) 10 



















島 地 内 名 よ口込 計
男 女 計 男 fr 号6一LI 男 女 計
生れ育った所，故郷 1 1 1 1 2 2 
住みなれた所 1 1 2 1 1 1 2 3 
村への愛着 1 1 1 1 
静かで空気もきれい 1 1 1 1 
静かでよい，静かで住みよい 2 2 2 2 
のんびりくらしたい 1 1 1 1 
ここヵ：よし、 1 1 1 1 
良子がし、るから，若いものがL、てくれれば 1 1 2 1 1 2 
ここには仕事がある，他所には仕事がない 1 1 1 1 2 2 
所年をとってからここがよい，行く所がない，他
へ行きたくない 2 1 3 1 3 1 4 
他所・町のくらしが不安 1 1 1 1 2 2 
他所・町の生活は不満，町はくらしにくい 1 1 2 1 1 2 
他所でくらしたくない 1 1 1 1 
他所のくらしは不自由だ 1 1 1 1 
先立つ資金がない 1 1 1 1 
山間地も近い将来見なおされる 1 1 1 1 










きたくなし、」（4人）と答え，また， 「他所・町のくらしが不安」（2人）， 「町の生活は不満， く
らしにくし、」（2人）との理由をあげるものもある。離村した老人には，大長谷におればよかったの

























ところで， 村を出たいとか出ていかざるをえないとするものは， 「村から出ていく場合に， どこ
-114ー 北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その2)
第2-21表 村外へ出ていかざるをえない理由
烏 地 内 名 i, 込 計
男 女 百十 男 女 計 男 女 言十
子供（孫）の教育 2 1 3 2 1 3 
子供のために 1 1 1 1 
県鳥、子子が（他あ所ととり〉が帰ってこないIこし、るカミら 1 1 2 2 2 1 3 
若忠子が村外がへ出るから
いもの 出ていくから 1 1 2 1 1 1 2 3 
過疎地で生活が不便 1 1 1 1 
生活維持，生活のため 1 1 2 1 1 2 
病気などが心配 1 1 1 1 
嫁がきてくれるなら，住んでいたい 1 1 1 1 













男 1(16. 7) 3(50.0) 2(33.3) 6(100.0) 
島 地 女 2(20. 0〕 5(50.0) 3(30.0) 10〔100.0)
言十 3(18.8) 8(50.0) 5(31. 3) 16(100.0) 
男 2(25.0) 4(50.0〕 1〔12.5) 1(12.5) 8(100.0) 
内 名 女 2〔28.6) 4〔57.1) 1〔14.3〕 7(100.0) 
Z十 4〔26.7〕 8〔53.3) 1( 6. 7) 2(13.3) 15(100.0) 
男 14(100.0) 
女 4〔23.5) 9(52.9) 
メ口〉、 1( 5.9) 3(17.7) 17(100.0) 
16～ 29才
30～ 39 1(25.0) 2(50.0〕 1(25.0) 4(100.0〕
40～ 49 2(18.2) 6(54.6) 1( 9.1) 2(18.2) 11〔1000〕
50～ 59 3〔42.9〕 4(57 .1〕 7(100.0) 
60才以上 1(11.1〕 4(44.4) 2(22.2) 2(22.2〕 9(100.0) 













出ていくための 安あ定るした仕事が ザー｜ずっとっそっド…ィiかどうか気 ゃを捨てがたてきた村のた
資金がない にかかる い ちと別れがたいを捨てがたい
男 4 (66.7) 3 (50.0) 1 (16. 7) l〔16.7) 3 (50.0) 
島 地 女 3 (30.0) 2 (20.0) 2 (20.0) 2 (20.0) 1 (10.0) 
計 7〔43.8) 5 (31. 3) 3 (18.8) 3 (18.8) 4〔25.0)
男 4 (50.0) 2 (25.0) 3 (37.5) 2 (25.0) 
内 名 女 3 (42.9) 4 (57.1) 3 (42.9) 1 (14. 3) 
計 7 (46.7) 6 (40.0) 6 (40.0) 3 (20.0) 
男 3 (21. 4〕
女 6 (35. 3) 6 (35.3) 5 (29.4) 3 (17. 7) 1 c 5.9〕
1口込
16～ 29才
30～ 39 2 (50. 0) 1〔25.0) 1 (25.0〕
40～ 49 8 (72.7) 6 (54.6) 3 (27.3) 2 (18.2) 1〔9.1〕
5十 50～ 59 4 (57.1) 2 (28.6〕 3 (42.9) 1 (14.3) 
60才以上 2 (22.2) 1(11.1) 3 (33.3) 2〔22.2) 2〔22.2)
計 14 (45.2〕 11 (35.5) 9 (29.0〕 6 (19. 4〕 4 (12.9) 
そ の 答 対象者総数
いわれない
男 6(100. 0) 
島 地 女 2 (20.0) 10(100.0) 
計 2 (12.5) 16〔100.0〕
男 2 (25.0) 1 (12.5) 8(100.0) 
内 名 女 2 (28.6) 7(100.0) 
言十 4 (26.7) 1 c 6.7) 15(100.0) 
男 14(100.0) 
女 2 (11. 8) 2 (11. 8) 17〔100.0〕
メ口斗
16～ 29才
30～ 39 4(100.0) 
40～ 49 1〔9.1) 11(100.0) 
計 50～ 59 2 (28.6) 1 (14.3〕 7〔100.0)
60才以上 2 (22.2) 1〔11.1) 9(100.0) 
官十 4 (12.9) 3 c 9.7) 31(100.0〕
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売満売却足れした価くて そのまま残売却する もな格 して出てい その他 無 空ト空" メ口込 言十
で ない きTこL、
男 3 (50.0) 2 (33.3〕 1 (16.7〕 6(100.0) 
島 地 女 1 (10.0) 1 (10.0) 5 (50.0〕 3 (30.0) 10(100.0) 
言十 1 c 6.3) 4 (25.0) 7 (43.8) 4 (25.0) 16(100.0) 
男 1 (12.5) 2 (25.0〕 5 (62.5) 8(100.0) 
内 名 女 1 (14.3〕 3 (42.9) 1〔14.3) 2 (28.6) 7(100.0〕
計 2 (13. 3) 5 (33.3) 6 (40.0) 2〔13.3) 15(100.0) 
男 14(100.0) 
女 2 (11. 8) 4 (23.5) 6 (35.3) 5 (29.4) 17(100.0) 
メ口斗
16～ 29才
30～ 39 4(100.0〕 4(100.0) 
40～ 49 1 c 9.1) 5 (45.5) 3 (27.3) 2 (18.2) 11(100.0) 
言十 50～ 59 2 (28.6) 3 (42.9) 2 (28.6) 7(100.0〕
60才以上 1 (11.1〕 4 (44.4) 4 (44.4) 9(100.0) 









I 2ととり仙 I ~i子だけで I 子供川L ｜ 無 空日主 ノ口込 2十
13 (72.2) 2 (11.1) 3 (16.7) 18(100. 0) 
島 I也 17 (81. 0) 2 ( 9.5) 2 ( 9.5) 21(100. 0) 
30 (76.9) 4 (10.3〕 5 (12.8〕 39(100.0) 
男 18 (90.0) 1 ( 5.0) 1 c 5.0) 20(100.0) 
P'l 名 女 18 (90.0) 2 (10.0〕 20(100. 0〕




35 (85.4) 2 c 4.9) 2 c 4.9) 2 c 4.9) 41(100.0) 
16～ 29才 1 (50.0) 1 (50.0) 2(100.0) 
30～ 39 7(100.0) 7(100.0) 
40～ 49 19 (86.4〕 2 c 9.1) 1 ( 4.5) 22(100.0〕
言十 50～ 59 14 (93.3) 1 ( 6.7) 15(100. 0) 
60才以上 26 (78.8) 2 c 6.1〕 3〔9.1) 2 ( 6.1) 33(100.0) 






男 2(15.4〕 2(15. 4) 6(46.2) 1( 7.7) 13(100.0〕
島 地 女ー 3(17.6) 3(17.6) 3(17.6〕 8(47.1〕 17(100.0) 
計 5(16. 7) 5(16.7) 5(16. 7) 14(46.7) 1( 3.3) 30(100.0) 
男 6(33.3〕 2(11.1) 1( 5.6〕 9(50.0) 18(100.0) 
内 名 女 4(22.2〕 1( 5.6) 1( 5.6) 12(66.7) 18(100.0) 
計 10(27.8〕 3( 8.3) 2( 5.6) 21(58.3) 36(100. 0) 
男 …｜…l 1( 3.2)1山〕女 3( 8.6) 7(20.0) 1( 2.9) 4(11.4) 20(57.1〕 35(100.0) 
メ口斗
16～ 29才
30～ 39 4(57.1) 3(42.9) 7(100.0) 
40～ 49 1( 5.3) 9(47.4) 2(10. 5) 7(36.8) 19(100. 0) 
計 50～ 59 1( 7.1) 12(85.7〕 1( 7.1) 14(100.0) 
60才以上 3(11.5) 1( 3.8) 6(23. 1) 16(61. 5) 26(103. 0〕






が22.7%で， 約30%が幼少または就学中であるO それに対してすでに職にあるものは， 「自家農林
業に従事」が4.5%，「村内で就職」が10.6%，「自家商工・サーピス業従事」は皆無で，結局，村内
第2ー 27表 あととりに，将来，村へ帰ってきてもらいたいか （人，%）
家ぜの仕事がを つがなぜくて このまま村 本人の自由ひっせ 帰も村へ ひ 外にいても わからない J口'>. 計
Tこし、 ってもら らし、fこし、 にまかせるし、tc.l、
男 1 (16.7〕 5 (83.3) 6(100.0) 
島 地 女 1 (12.5) 1 (12.5) 3 (37.5〕 3 (37.5〕 8(100.0) 
計 2 (14. 3) 1 ( 7.1〕 8 (57.1) 3 (21.4) 14(100.0〕
男 2 (22.2) 7 (77.8〕 9(100.0) 
内 名 女 1 ( 8.3) 1 ( 8.3) 8 (66.7) 2 (16. 7) 12(100.0) 
計 1 ( 4.8〕 2 ( 9.5) 1 ( 4.8) 15 (71.4) 2 ( 9.5) 21(100.0〕
男 15(100. O) 




40～ 49 1 (14.3〕 5 (71. 4) 1 (14. 3) 7(100.0) 
計 50～ 59 1 ( 8.3〕 8 (75.0) 2 (16. 7) 12(100.0) 
60才以上 3 (18.8〕 2 (12.5) 9 (56.3〕 2 (28.6) 16(100.0) 
計 3 ( 8.6) 2 ( 5.7) 2 ( 5.7) 23 (65. 7) 5 (14. 3) 35(100.0) 
第2 28表 あととり（幼少，就学中）には卒業後どうしてもらいたいと思うか （人，%〉
村外へ就職 本人の自由 わからない
してもら よ口為 言十
つがせたい いたい させたい にまかせる 無 答
男 3 (50.0〕 3 (50.0) 6(100.0〕
島 地 女ー 1 (16. 7) 2 (33. 3) 1 (16.7) 2 (33.3〕 6〔100.0)
計 1〔8.3) 2 (16. 7) 1 ( 8.3) 5 (41. 7) 3 (25.0) 12(100.0) 
男 1 (16.7) 1 (16. 7) 4 (66.7〕 6(100.0) 
内 名 女 4(100.0) 4(100.0) 
計 1 (10.0) 1〔10.0) 8 (80.0) 10(100.0〕
男 12(100.0) 
女 1 (10.0) 2 (20.0〕 6 (60.0) 10(100.0) 
メ口~ 
16～ 29才
30～ 39 2 (28.6〕 2 (28.6〕 3 (42.9〕 7(100.0) 
40～ 49 1 ( 9.1〕 8 (72. 7) 2 (18.2) 11(100.0) 
言十 50～ 59 
60才以上 1 (25.0) 2 (50.0) 1 (25.0) 4(100.0) 


















































持 以上は主として「昭和53年地域農業経営育成総合指導事業計画書（八尾町大長谷地区） J （婦中農業改良普
及所〉による。
〔付記〕 本稿は，最初にも述べた如く，昭和53年度の富山大学日本海経済研究所の経済調査費の交付を受けて突
施した，八尾町大長谷の島地・内名両部落の実態調査を中心とする一連の研究調査に基づくものである。
この大長谷地区の研究調査は，昭和50年度科学研究費補助金（一般研究む））の交付により行った「北陸に
おける山村社会の変動と離村者の生活の実態」と題する，主としてこの地域よりの挙家離村の実態調査以
来，継続している。大長谷のこのような一連の研究調査にあたっては，八尾町の役場の方々や，特に大長
谷支所の村上兼光氏，吉田はつゐさんに，各種の資料の蒐集等で，色々と御配慮，御協力を賜わり，深く
感謝している。
また， 53年10月の島地・内名両部落の調査においては，岩木弘美区長及び田中国治区長はじめ両部落の
多数の方々を大変に煩わせ，面倒な調査にもかかわらず，皆様方に心よく応じて頂き，御協力を賜わった
ことに対して厚くお礼を申し上げたい。
尚，両部落の調査にあたっては，富山大学経済学部の社会学ゼミナールに所属の多くの学生諸君，朝倉
乗恵，相川一郎，加藤成人，高木義博，近岡正信，中野久明，本郷路善，山本英博，米倉神吾の諸君の援
助協力もあった。その労にも深く感謝したい。 （昭和54年11月27日）
